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１. はじめに 
インターネットやローカルマシン上には多数の画

像が存在している。通常、これらを検索する際に

は文字検索を行うが、これは画像ファイル名や、

画像周辺の文章、タグ情報などをキーワードとし

て検索する。そのため画像中の文字を検索したい

場合には期待した結果を得ることはできない。画

像中に文字が存在する場合は、この文字を認識し、

利用することでより正確な検索が可能となる。文

字の認識には一般に OCR ソフトウェアを用いるこ

とができる。OCR は文書画像を対象としていて、認

識率が 99%以上と非常に高い。しかし、情景中に文

字が存在するような画像の場合では、その文字を

ほとんど認識できない。そこで、本研究では情景

画像中から文字領域を抽出し、OCR による認識が可

能な画像を生成することを目的とする。画像中の

文字を認識することで、検索以外には、文字情報

を文書として保存したり、ロボットや視覚障害者

向けなどの行き先案内の補助として、また、撮影

場所の特定などに活用できる。 

 

２. 情景画像について 
情景画像とは風景を撮影して得た画像である。

本研究で扱う情景画像は、文字情報を利用するた

め、画像中に文字が存在している情景画像である。

情景中に存在する文字は看板もしくはポスターに

書かれていることが多い。そこで、文字が書かれ

た看板やポスターが含まれている情景画像を本研

究での処理対象とする。ただし、看板またはポス

ターが 1 つのみ存在する情景画像を扱うこととす

る。また、これらが途切れていたり、文字が読み

取れないような画像は除外する。上記の条件に沿

った情景画像は、ディジタルカメラで撮影して取

得、あるいはインターネットから収集を行う。 

 

３. 文字領域について 
上述の通り、情景画像中の文字は看板やポスタ

ーに書かれているものとする。このことから看板

や、ポスターを文字領域と定義して処理を行う。 

抽出には文字領域が矩形で構成されていること

を利用するため、矩形ではない文字領域を含む情

景画像は対象外とする。また、撮影条件について

は、真正面から撮影するなどの条件は現実的でな 

 

 

い場合もあり、また、インターネット上の画像な

ど既に撮影されている場合も条件の指定はできな

い。よって、撮影条件の指定はしない。この場合、

文字領域が傾いていたり、歪んでいたりすること

が多く、この状態では OCR 認識に悪影響を及ぼす。

そのため、文字領域を抽出した後に、この歪みを

補正し、OCR で認識が可能な画像に加工する。 

 

４. 文字領域の抽出 
上記の条件や文字領域の特徴[１]を利用して、情

景画像中に存在する文字領域の抽出を行う。文字

領域抽出処理の流れは図１に示すように行う。画

像を読み込み、文字領域を抽出し、歪みを補正す

るまでの手順である。これらの処理について、図

２の画像例を用いて順に説明する。 

 

 
４.１ 輪郭検出 
まず、文字領域の輪郭を検出するためにエッジ

検出オペレータを用いたエッジ検出を行って、2 値

化する。この結果に対して以下の処理を行う。 

４.２ 直線検出による頂点の抽出 
４.２.１ 線検出 
直線検出を効率的に行うために、線らしい部分

を検出する。これには 16 方向のマッチングを行う

VanderBrug の線検出オペレータ[２]を利用する。こ

こでは上下左右斜めの 4 方向でマッチングを行う。

処理結果を図３(a)に示す。 

図１：処理の流れ 
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図２：原画像の例 
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４.２.２ 直線検出 
次に、文字領域の 4 辺を検出するために、ハフ

変換を用いて直線の検出を行う。ハフ変換は画像

中の直線を途中で途切れていても精度良く検出す

ることができる方法[２]である。このハフ変換を行

って、直線を表示した結果を図３(b)に示す。 

４.２.３ 頂点検出 
得られた直線の交点から文字領域の頂点の検出

を行う。文字領域の 4 辺の特徴として、頂点が 2

つずつ存在すること、1 辺の頂点から頂点までエッ

ジが存在することを利用して、条件に当てはまら

ない直線を消去する。これらの処理により、残っ

た直線の交点を検出された頂点とする。得られた

頂点が 4 つでない場合は文字領域を抽出できない

ため、次の処理を行う。 

 
４.３ 輪郭線追跡による頂点の抽出 
４.３.１ 細線化 
輪郭検出結果に対して理想的な線の位置である

骨格線を求める細線化[２]を行う。細線化の結果、

得られた画像を図４(a)に示す。 

４.３.２ 輪郭線追跡 
次に、輪郭線追跡を行い、文字領域の 4 辺を検

出する。輪郭線が閉じている場合を文字領域候補

として、それ以外の画素を除外する。結果を図４

(b)に示す。 

４.３.３ 頂点検出 
得られた輪郭線から文字領域の頂点を検出する。

検出には文字領域が矩形であることを利用して、

頂点の検出を行う。 

４.４ 照合 
直線検出、および輪郭線追跡によって得られた

文字領域候補から照合を行い、文字領域を割り出

す。それぞれの処理で得られた頂点検出結果に対

してマッチングを行う。 

 

４.５ 歪み補正 
選択された 4 頂点を用いて原画像について文字

領域を特定する。その文字領域に対して射影変換
[２]を適用することで歪み補正を行う。抽出した文

字領域の歪みを補正した結果を図５に示す。 

 

５. 文字領域の加工 
抽出して歪みを補正した文字領域を OCR で文字

の認識が可能な画像である文書画像に近くなるよ

うに加工する。抽出した文字領域に関して、閾値

を自動的に設定できる判別分析 2 値化法[２]を用い

て 2 値化を行う。一般に文書画像は背景が白、文

字が黒の場合が多いので、このような 2 値化を行

う。この結果を図６に示す。 

 
６. まとめ 
生成された文字領域に対して文字認識を行う。

OCR は市販の汎用品を使用する。原画像および抽出

画像を認識した結果を図７に示す。 

図のように原画像の認識結果に対して抽出画像

の認識結果は良好である。OCR は文字列領域を判別

して認識を行うため、文字領域に文字以外の図な

どが含まれていると、文字列領域の認識に影響が

出て文字の誤認識が起こる。そのため、文字領域

を文字列毎に分割した場合は認識率が高くなる。

しかし、一般に OCR は高い解像度を必要としてい

るため、ディジタルカメラで撮影するような解像

度では、文字が潰れている場合や雑音があること

も考えられ、認識ができないことも多い。認識率

を高めるためには、分割の精度を良くして文字列

ごとに分割したり、文字領域の補間などをするこ

とが必要と考える。 

 
参考文献 

[1] 葛西浩一、高橋祐樹、中嶋正之、“情景画像

からの文字領域抽出”、2000 年電子情報通信学会

総合大会、D-12-37、P207 

[2] 下田陽久、“画像処理標準テキストブック”、

財団法人 画像情報教育振興協会 

ｌ 

ｌ 

ｌ 

ｌ 

Ｊ 

●⊂ニコ ■・－． 

    「￣二二ここ一 

 Ｊ 

国 

道の駅 

さとみ 

 Ｓａｔｏｍｉ 

＿＝二、 

三才￣ 

(a) 原画像 (b) 抽出画像 

図７：認識結果 

図４：輪郭線追跡結果 

(a) 細線化 (b) 輪郭線追跡 

図５：歪み補正結果 図６：2値化結果 

図３：直線検出結果 

(a) 線検出 (b) 直線検出 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


	tyt_no: 
	typ_page1: 2-278
	tyt_a: 
	typ_page: 
	tyt_head: 
	tyt_head1: 情報処理学会第69回全国大会


